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図表－７企業スポーツの枇造TjJiDnliJ 机且信頼Ｉｕｌｌ _般社員サイド経営サイド 杣補性 召繋豐絢(州雌剛紘、蝋襲''抄|M1場内総W'沙利拙追求]Ｉ機能･役響|ｌの認識柵の 11「企業スポーツ ＣＩ性ＰＲ性  能力性ブ機能性＃運動部関係当事者
これからの変化する困難な環境の中で、企業スポーツは、そのレーゾン．デートル（存在I1l1lll）
をＩＵｌ１ｉｌｉ;にIiW;立することなしには、その営存は極めて難しい状況となろう。企業独自の企業スポーツ
についての総合的な戦略や戦術が必要となる所以である。
また、トップスポーツとスポーツ・フォア・オールとの共化Ｍ２業スポーツにとって軍喫で、か
つ必然的な課題である。これらの課題を解決することにより、わが'頑|の企業スポーツは21111紀に
さらなる発展をしてゆくであろう。
◇が.…ｧ.－１活洲域の分Ⅲ
－３９－ 
法政入学体育研究センター紀要
◇マネジメントとリーダーシップ
◇システムズアプローチ（総合力）
◇選択・評IlIi能力
◇''１１題提起・課題解決能力
◇スポーツに関する専門知識 1皿して必要とされる能〃
2）企業スポーツマンのライフサイクル
選手のあるべき極々のEu想的な姿の追求
3）ソフト・ウェア
◇トレーニング法（一般・専'''1）◇栄養
◇トレーニング管'''１◇体力、健康度
◇トレーニング施設◇L'三活指導ｅｔｃ
◇トレーニング機器
◇スポーツトレーニング、日常閥（平|｜・体'三|)、非'二|常|割（合宿・キャンプ・遠征・試合）
◇岐近のスポーツキャンプのトレンド、およびスポーツトレーニングのトレンドなど
4）企業スポーツの1111想的な組織柵造について
◇チームの規模と柵造◇全休組織
◇事業所制か本社統括か◇迦営予算と財源 など
（５）ハード・ウェア（企業スポーツ施設、機器、）11,1ｉｉ１１等）
施設◇立地特性◇グレード 機器
◇機能◇メインテナンス）１１，１i１１，
◇規模など
◇機能◇Illi格性
◇特性
◇安全性など
3．企業スポーツのサポートのあり方について
スポーツ活動に関するサポート（助成）については前述したように能力（競技）スポーツ、健康
および遊びのスポーツ（スポーツ・フォア・オール）の価域については多様なものが行われている。
しかしながら、企業スポーツ振興という特定のテーマ及び価域にセグメントした場合、組織的にサ
ポート（助成）を行っている組織、団体は存在しないと),L(われる。戦後、－fLlしてわが'五|の競技ス
ポーツをその土台で支えつづけた企業スポーツに|剰してサポート（助成）がなく、むしろ企業サイ
－４０－ 
次１世代における企業スポーツの振興のあり方についての調査研究
ドでメセナとして、スポーツ振興にサポートしていたというのが今までの状況であった。しかし、
最近、企業スポーツを取り巻く隙境は激変している。これらはスポーツの事業化（ビジネス化）と
経済不況による合Hl1化の'1Ⅱ題である。現在、すでにプロ機構を有する野球、サッカー、テニス、ゴ
ルフ等を除くポールゲームノlWil=|の内、バレーボール、バスケットボール、アイスホッケー等でもプ
ロ機構組織化の可能性がⅡiiかれている。
一方で、不況による予算Wll減、強化指定の解除、選手強化の縮小も多く、企業スポーツは今後の
存続発展のために後述するいくつの課迦を克１１Ｍし、新しいLLM念と迎営の方法を構築するかがlllわれ
ている。現在直面している企業スポーツの課迦は以下のようにして挙げられる。
1）スポーツ環境の変化とこれに対応する必要性：
スポーツの国際化、イベントの大型化、マスメディアの介入群により、スポーツのビジネス化が
急速に進んでいる。これらの中で進んでスポーツビジネスに参入しようという企業と、これらに
一線を回しスポーツの魅力をアマチュアリズムにおこうという企業の二つの流れがある。スポー
ツの事業化（ビジネス化）がますます活発になっている。
2）経済不況と企業スポーツ：
バブルの崩壊以降、不況は深亥||である。企業スポーツ活動は、企業経営と密接に関わりを有して
いる。予算面の厳しい折、企業スポーツの存在意義が'''１われている。
3）スポーツ業績と企業スポーツ活動：
ＰＲ論にせよＣＩ論にせよ、勝つことが大切。経営背側は、タテマエとしてのスポーツを通じて
の社会貢献をいいつつ、実際にはホンネとしてのﾈ|:会的・経済的メリットを求めている。したが
って、いかなる場合でも強いチーム、勝つチームが求められている。
一言でいえば、企業スポーツは今までのように追い風ではない、lilかい風の時代に入ったといっ
てよい。したがって、企業スポーツはその存在意義を|ﾘｌＩＭ１にし、それに茶づいた日常のアクション
プログラムがなければ、急速にその存ｲI1111I1]を失って淘汰されてゆくと子1111される。今までのよう
に予算が１１M沢にあった時代と異なり、常に必然IZliが検証される||寺代となったからである。
一参衿文献－
１）’'１１)日本システム開発ｲﾘﾄ究所：「211吐紀を'二|指したスポーツ／健廉づくりに関する調査研究報告
書』，1991
2）SSPirlJllスポーツ財|寸|：『スポーツ白書～2001のスポーツ・フォア・オールに向けて～」，
㈱扇興社，1996
3)森川貞夫ほか：『スポーツにおける企業支援に|葵Ｉする調査・ｲﾘ|:先」第１次報告，曰本体行人学
体育ｲﾘﾄ究所・スポーツ社会学研究会，１９９７
－４１－ 
法政大学体育研究センター紀要
4)大野晃：『現代スポーツ批判J１，大修飾齊店，1996
5)関春南：『戦後'三１本のスポーツ政策」，大修飾書1,1i，1997
6)文部省体育局スポーツ研究会：『すぽ_とビア21,21世紀に向け
体育施設１１}版，1990
7)新・日本的経営システム等研究プロジェクト：『新時代の「日本
Ⅲ，1995 
8)成瀬璋ほか：「企業における競技スポーツについて（第１報)」
紀要第12号」，1994
9)成瀬璋ほか：「企業における競技スポーツについて（第２報)」
紀要第14号」，1996
10）文部省体育局：『企業のスポーツ支援活動調査』，１９９１
1997 
21世紀に向けたスポーツの振興方策について」
｢日 的経営｣』 '三1本経営者団体連
｢中央大学保健体育研究所
『中央大学保健体育研究所
－４２－ 
